
たしくみ・しかけの構築，若手技術者・研究者を含む産官学民の社会におけるそれぞれの役割の再

定式化の必要性，世代間公平性等について議論した。他方で，市民参加や仕組みといった手法や場

の重要性を認識しつつも，最終的には我々が望む社会のあり方や，どのような社会に生きることを

希求するか，といったビジョンや理念を協働で創り上げるとともに，順応的にそれを調整・修正し

ながらコミュニティ構成員が共有することの大切さを改めて認識するに至った。

本報告では，これらの課題・視点を含め，社会的・経済的・環境的に現在の世代，そして未来の

世代に対して明るい将来像の提言を試みた。
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チーム 3 異分野の協動・合意形成

異分野協働による地域水循環システムとその実現に向けた段階的アプローチ
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要旨：経済，防災，環境保全等の観点から，用途に応じて再生水や雨水を積極的に活用することが

望まれている。近年では，エコロジーという価値観に基づく市民や企業の経済活動が拡大を続けて

おり，今後のさらなる人々の意識の転換も見据えた新たな水循環のあり方を模索することが必要で

ある。

本論文では，地域社会を構成する市民，企業，自治体らが協働しつつ，生活排水の再利用や雨水

利用，し尿の農地還元，業種別の工業用水など，量と質の異なる水需給を地域の特性に応じて橋渡

しする地域水循環システムと，その実現に向けた段階的アプローチを提案する。

未来プロジェクトⅤ238




